


























































　 これ まで小児の過剰歯に関しては,そ の影響 と
して永久切歯の形成障害,萌 出遅延や位置異常 ・
















の位置に関する定量的観察 も散見 され るように
なってきた9～11)。CT画像 を用い た過 剰歯の報
告12，13)はあるものの,顎 骨内での三次元的な位置
や,隣 接する永久切歯 との相互の位置関係などに

















施行 した184名中,上 顎正中部埋伏過剰歯 を有す
る小児148名の画像を選択 した。さらに本研究で
は埋伏過剰歯の特徴 を明 らかにする目的で,過 剰
歯が2歯 以上のもの,唇 側に埋伏 しているものお
よび順生のものを除き,抜歯困難が予想されて撮

























































　 1)パ ノラマエ ックス線写真による観察(図
　　 1,2)
　パノラマエックス線写真撮影は,奥 羽大学歯学





ンクフル ト平面を床面 と平行にし,閉 口位で管電
圧68～70kV,管電流5～6mA,撮影時間17秒の
条件で撮影 されたパ ノラマエ ックス線写真 を用い
(29)





























線に直交す る垂直な断面画像 を用いて計測 した。
また水平断面の観察において,上 顎左右側中切歯
間の唇側歯槽骨頂と正中口蓋縫合 と横口蓋縫合の
交点 を結ぶ線 を正中線 とした。
　(3)計測基準点の設定(図3-5)


















　TOSHIBA社製 エ ッ ク ス 線CT撮 影 装 置
Asteion/KGを使 用 し,管 電 圧135kV,管電 流
60mA,スライス幅1mm,ベ ッ ド移動は毎秒1
mmの 条件で撮影 されたエ ックス線CT画 像をも
とに,埋伏過剰歯の唇 ・舌的および近遠心的位置
の定量的観察 を行 った。ZIOソフ ト社製画像解
析ソフ トExaVision　Lite　Ver1.02　eを用い,ウ イ
ンドウレベル600,ウイン ドウ幅1105に規定 した

























































































































































































対 して正 中群6.9±2.9mm,舌側か ら口蓋骨骨縁









はみ られなかったが,中 切歯では下位例 を除いて




　パ ノラマエ ックス線写真所見 により,全45例
の埋伏過剰歯の垂直的位置を上位 ・中位 ・下位に
分類 した結果をもとに,埋 伏過剰歯の垂直的位置
別に各計測値 を比較 した。その結果,中 切歯舌側



































過剰歯 中央 ～ 口蓋 側骨 縁















　 　 　 　 　 　　
53.4(　5.9)
57.5(　7.3)















































































表9　水平断面画像計測結果2　上 ・中 ・下位例の比較 平均値±SD
計測項目











































　 1.エ ック ス線CT撮 影 について
　近年,エ ックス線CTを 用 い た骨形 態 計測15，16)
や外傷 の診 断17)の報告 が あ り,小 児歯科 に関連 し
て は,乳 歯 と永久 歯 胚 との関連11,18),第一 大 臼歯
の発育19)や,乳臼歯 の裂溝 を計測 した もの20)など,
CT画 像 を もとに細 かな計測 が な され て い る。 し
か し,埋 伏過剰歯 に関す る検討 では こ うした計測
は見あたらなかった。歯列の変化が大 きい混合歯
列期において,埋 伏過剰歯の存在は周囲の歯や組
織 に種 々の影響が考 えられ,CT画像 による計測










が容 易で,顔 面周囲へ の圧迫感 も少な く有利 で






いても必要な部分に絞 って撮影 された画像 を用い
(34)
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の読解能 も向上 してお り,今後の研究では,コ ー















かで3.5歳～5.5歳に撮影 されたパ ノラマエ ックス
線写真 をもとにその後過剰歯が移動 した例は上方























をフランクフル ト平面 としているものの,過 剰歯
の傾斜についてはパ ノラマエックス線写真のみで
の診断は困難な場合 があり,エ ックス線CT画 像
での確認が有効であったと考 えられる。パノラマ
エックス線写真では,撮 影時の患児の頭部傾斜角
の違いも影響 していると考 えられ,今 後のパ ノラ
マエ ックス線写真撮影では,頭 部位置確認や固定



















るいは中位例 と診断 した場合 は,鼻腔底下縁 との
距離や切歯孔 との関係を精査する必要があると思
われ,処 置における困難 さも予想 されることか ら,


















　 3.舌側群の埋伏過剰歯は,正 中群に比較 して
患側中切歯舌側か らの距離が有意に長く,口蓋骨
骨縁との距離は有意に短かった。
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